
桃

長 生
郡

塩 北

第谷
上
町, 

一▲板 . I 

宮
次碑

昭 城 調群
和 県
____._. 桃 木且
，、生
＋郡 報二河
年北 月
八地
月区 ＂ 教
育

! 





昭
和
六
十
三
年
二
月

の
御
尽
力
に
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

最
後
に
‘
本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
ま
し
て
‘
関
係
さ
れ
ま
し
た
方
々

し
て
、
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
の
ぞ
み
ま
す
。

の
成
果
を
お
ま
と
め
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
前
報
告
書
同
様
資
料
と

構
築
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
板
碑
群
遺
跡
の
記
録
保
存
並
び
に
出
土
し

た
。
調
査
を
担
当
し
た
文
化
財
保
護
委
員
長
紫
桃
正
隆
氏
に
よ
り
‘
そ

た
板
碑
の
整
備
保
存
の
必
要
か
ら
、
第
二
次
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し

今
回
‘

石
巻
土
木
事
務
所
が
「急
傾
斜
地
危
険
区
域
」
対
策
防
護
壁
を

か
続
き
‘
更
に
多
く
の
板
碑
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。
そ
の
後
‘

断
続
的
に
板
碑
群
か
存
在
す
る
急
傾
斜
地
の
崩
落

昭
和
五
十
八
年
第
一
次
発
掘
調
査
に
よ
り
、

長
塩
谷
板
碑
群
は‘

鼠

的
に
も
質
的
に
も
す
ぐ
れ
た
中
世
史
料
で
あ
る
こ
と
か
明
ら
か
に
な
り

序

教

育

長

千

葉

和

桃
生
郡
河
北
地
区
教
育
委
員
会

音



六
‘
調
査
の
経
緯
と
概
要

五
‘
地

主

四

‘

所

在

地

北
上
町
長
塩
谷
の
部
落
裏
山
‘
特
に
古
い
時
代
に
月
浜
へ
通
じ
た
旧
街
道
脇
の
山
裾
付
近
は
‘
板
碑
の
群
立
地
帯
で
‘
こ
の
板
碑
群
は

昭
和
五
十
八
年
に
行
わ
れ
た
地
区
教
委
の
調
査
に
よ

っ
て
六
十
三
基
が
発
掘
収
集
さ
れ
た
。
こ
れ
か
第
一
次
調
査
で
あ
る
。
調
査
結
果

前

同

佐
藤
さ
か
え
氏
宅
裏
地

宮
城
員
桃
生
郡
北
上
町
十
三
浜
字
長
塩
谷
五
十
七

三
、
期

間

昭

和

六

十

二
年
八
月

一
日
ー
八
月
十
日

勝

倉

元
吉
郎

（「
石
巻
石
佛
研
究
会
」
会
長
）

（石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
）

一
、
調
査
主
体

二
、
調
査
担
当
者

特
別
協
力
貝

中

村

光

”
 

字
佐
美

研

（同
社
会
教
育
主
事
）

事

務

局

遠

藤

定

治

（河
北
地
区
教
委
社
会
教
育
課
長
）

”
 

武

山

明

（県
立
飯
野
川
高
校
生

調

査

助

手

西

島

恵

美

（
石
巻
市
誌
編
纂
室
嘱
託

II 

舘

田

虎

弥

太

（前
河
北
地
区
文
化
財
保
護
副
委
員
長
）

特

別

調

査

員

高

橋

精

（「
石
巻
石
佛
研
究
会
」
副
会
長
）

”
 
”
 

調

査

員

調
査
責
任
者

館

岡

栄

志

（

”
 
”
 

今

野

清

幸

（同
文
化
財
保
護
委
員

西

條

久

雄
（
同
文
化
財
保
護
副
委
員
長
）

紫

桃

正

隆

（同
文
化
財
保
護
委
員
長）

宮
城
県
桃
生
郡
河
北
地
区
教
育
委
員
会

同
文
化
財
保
護
委
員
会

2
 



併
せ
照
合
す
る
こ
と
か
望
ま
し
い
。

今
回
の
調
査
は
昭
和
六

地
脇
に
運
ば
れ
‘
-

二
年
八
月

一
日
に
は
じ
ま
り
同
月
二
十
日
に
終
了
し
た
。
調
査

段
に
し
つ
ら
え
た
駐
上
に
報
告
魯
と
照
合
で
き
る
順
番
に
並
べ
建
立
し
‘

板
碑
か
も
と
も
と
造
立
さ
れ
て
い
た
現
地
は
‘

山
の
急
斜
面
に
立
地
し
て
い
た
た
め
‘
あ

る
時
期
に
発
生
し
た
山
崩
れ
に
あ
い
‘
流
出
‘
あ
る
い
は
埋
没
し
て
し
ま
い
‘

現
状
に
復
す

る
の
は
不
可
能
の
状
況
に
あ

っ
た
。
文
化
財
迅
物
を
安
全
且
‘
保
護
の
容
易
な
新
施
設
に
移

転
せ
ざ
る
を
得
な
い
‘
前
記
の
ゆ
え
ん
で
あ

っ
た
か
、
自
然
現
象
に
伴
う
地
表
の
変
化
で
、

再
度
‘
未
確
認
の
新
逍
物
か
出
現
す
る
で
あ
ろ
う
と
は
凡
そ
の
予
想
で
あ

っ
た
。
あ
に
た
か

わ
ず
‘

以
来
四
年
の
間
に
か
な
り
の
数
の
石
造
物
か
出
現
‘

次
調
在
の
運
び
と
な

っ
た
。

対
象
と
な

っ
た
石
の
数
は
三
十
四
基
で
あ
る
。

収
集
さ
れ
、

そ
し
て
今
回
の
二

ま
と
め
の
項
で
詳
述
し
て
あ
る
か
‘
碑
数
は

少
な
か

っ
た
も
の
の
板
碑
研
究
の
上
で
質
重
な
発
見
が
あ
り
‘
画
期
的
な
成
果
を
挙
げ
得
た

と
思
う
。
な
お
‘
本
調
壺
報
告
書
は

一
次
調
在
報
告
に
引
続
く
全
く
の
続
編
で
あ
る
の
で
‘

本
来
詳
細
を
綴
る
べ
き
埋
蔵
逍
跡
を
中
心
と
し
た
歴
史
背
景
‘
現
地
事
情
な
ど
は
前
報
告
魯

に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
し
‘
す
べ
て
省
略
し
た
。
詳
細
を
知
る
に
は

一
次
‘
二
次
両
報
告
書
を

移
設
作
業
は
完
了
し
た
。

は
報
告
書
に
作
制
さ
れ
る
と
共
に

当
該
碑
群
は
約
百
米
は
ど
北
に
位
附
す
る
春
日
神
社
社

3
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No.64 No.63 

戸 貞
年号工 1'げII2年

□ 
互豆亜］四I九 El供投碑
H : 137cm 

◇罰

麿
者
底
慶
望
＼
＼
ド

丙

主

誓

点
如
年
天
大
日
十
〈
日

吠翌
れ
思
辰
茫
也

マ ン 文殊菩杜

1346 

W : 30cm 

粘板府

T : 7 cm 

直 す
内 しも水10年 1403 t町初期
五輪塔婆（発心門、修行門、j-1"1、持槌1"1、

亨 11§1/i![供投の碑

1-1: 96cm 

.. 
ノヽ／

南北朝初期

W : 45cm 

大H如来 （金剛芥）

粘板岩

T: 10cm 

No.66 No.65 

亨

翌

[
‘
平
享
六
年
士
目
日

蒙

笑
l

＿年

虔
無
祈
住
ぷ

而
年
英

ゞ

を
色
丞`
吏
年
―一
目
日

西

サ

苦

禅

尼

文

予
芍

是
法
平
ヰ
F

饂石
"
1
中
下

白

直 示
戸水'/6年
□通二］
三 二I三霙 i応繹
11 : 77cm W : 19.5cm 

タラーク
1434 

虚空蔵井社

、i{ll!f卜JJJり1

粘板府

T : 6cm 

直二毛 莉；キリーク
恒二亘］水'l8年

その他 閏？ば祐で厳飾
H : 85cm W : 23cm T : 14cm 

1436 

阿，；か1;-砂II米

+llfH/JJり1

{i少i';

5
 



No.68 No.67 

亘二毛 4
戸
| 偶 |往生要集
三 1圭仙禅門百ヶ日供茨碑 断碑

稲子・銘文は金箔にて厳飾 枯板岩

H : 50cm W : 30cm T : 6 cm 

サ 観世音菩藷

No.70 

累

直 4サ
1年号 I

□ 
三道永の百ヶ日供笠碑

稲 子 ・銘文金箔にて厳飾 枯板岩

H : 54cm W : 12 . 5cm T : 7 . 5cm 

観世音菩薩

道

采

直二至 弁：
亙二亘］
［ 
Iその他I一周忌供養碑

H : 55cm W : 25cm 

No.69 
' 

サク 勢至菩薩

枯板岩

T : 6 cm 

亘主 悉 バアンク
1年号 l

|偲 |

lその他l枯板岩
H : 50cm W: 14.5cm 

ー翠
k¥̀
・,）． 

誓

＼
 

9、

P
"ぷ
況
沿
泣
栢
ー
＇

大日如来（胎蔵界）

T : 5 cm 

6
 



No.72 

彎（ 

No.71 

1種子I 手バン大日如来（金剛界） I種子I各 ベイ薬師如来
1年 号i 1年 号 I
I 信 I I 偶 I 
Iその他I種子は皿彫粘板岩 Iその他I断碑種子は金箔で厳飾粘板岩
H : 65 . 5cm W : 33 . 5cm T : 7 cm H : 64cm W: 37cm T : 3.5cm 

No.74 No.73 

ー必il
点

I種 タラーク虚空蔵菩藷 i種子I
1年 号 I 1年 号 I
I 信 I I 係 I往生要集
Iその他I種子は金箔で厳飾 粘板岩 Iその他I断碑銘文は金箔で厳飾粘板岩
H : 70cm W : 29cm T : 10cm H : 60cm W : 20cm T : 13cm 

7
 



No.76 No.75 

］
 

い
恒二吾］
ロ
直米Ii板岩
H : 69cm 

之

q
ノ＜ン

W : 23cm 

大日如来（金剛界）

T : 6 cm 

い
恒二亘］
□過二］
召西亜］種fは金箔で厳飾
H : 68cm 

s
 

ペイ 槃師如来

W : 14 .5cm 

粘板岩

T: 10cm 

No.78 No.77 

色

尋〔
コ
悪
昔
索
ザ
典

徳
を
生
見
育

J
ー

ー

＼

‘

¥
＼
|
 

這
未

南
無
阿
弥
陀
汗

直二王l莉；キリーク
亘応水JO年

□亙二］無：，,:J.i,妙典
靡ぢみあリ

H : 75cm W : 16cm T : 7 cm 

阿弥陀如米 亘二包 4
内二亘］
に
直 逍水の応 H供従碑

H : 64cm 

サ 観世許秤対

1403 室町初期

W : 40cm 

粘板岩

T : 9cm 

8
 



No.BO 

、!-'

い ．fパアンク 大 日如来 （胎蔵界）
戸
□ 
その他　種子は金箔で厳飾　粘板岩
H : 38cm W : 10. 5cm T : 6 cm 

No.82 

（ 杓濯
t. ') s 

直二至］右側のみで判読不能

恒二亘l
ロ匹 げiにて厳飾ネIi板岩

本遺跡では 認 lヽの碑 である

H : 28cm W : 10cm T : 2 . 5cm 

＼ 

／ 

- 9 -

No.79 

虞

種子キリ ー ク 阿弥陀如米

を二豆］
□吾二］
亨 末/;板岩
H : 84cm W : 20cm T : 8 cm 

No.81 

｀ 
置

'1 

I ャャ

脊

種子　サク勢至菩涯

戸
［エ
互 妙杯の一 /,甘.1,:-.(J遠 碑

令節にて厳飾 粘板布

H : 70cm W : 18cm T : 13cm 



No.84 No.83 

戸 4
性二亘］
口
互豆亜]tli板岩
1-1 : 61cm W : 28cm 

サ

No.86 

観世音菩社

鬱

T : 7 .5cm 

壽

直 手
戸麟2年
□ 
直中央裂断

H : 87cm 

ン.‘
 ノ

W : 24cm 

1308 

十玄
器
元
望
藷

主

大日如来 （金剛界）

鎌介末期

粘椒岩

T : 5 .5cm 

No.85 

急

／
 

種子キリ ー ク

戸
［ 
世 IE位i岩

H : 58cm W: 15cm 

阿弥陀如来 よ刃 アン 普肝菩藷

化位i岩

T : 11.5cm 

戸
年号
□過二］
区 N{-はHI;

H : 90cm W : 24cm T : 16cm 

- 10 -



No.88 No.87 

i'P-

:
 

ー

（

直□室l弁： サク 勢至菩社
戸
ロ
その他あ；;, 中奴府
H : 56cm W : 15cm T : 7 cm 

No.90 

瓢

五二毛 4サ観世音菩戎
戸
こ
亘種(-は金節で厳飾枯板岩

H : 65cm W : 16 . 5cm T : 8 cm 

直二酎 弁： サク勢-f.豆
亘
00  
直種fは金筍で厳飾粘板岩

II : 62cm W : 20cm T : 11 cm 

No.89 

冒

直 莉； キリーク阿弥陀如来

性二亘］
口
亭 f,f, 種子は平彫 乞ノミの跡あり

令ir'iで厳飾粘板,.,

H : 4 7cm W : I 9cm T : 7 cm 

- 11 -



No.92 

、ヽ
‘.,＇J・ャ．
J
 

會
．

.

’

↓

贔

i
涵モ

・{
‘"曽‘

し

r.
・會
t

・ド・じ
ト_、[．見
iヽ

?

 

姜
呵

＇ 
砂

金

＂』
＇ 

I
l
 

，
 

戸 手 パン大日如来 （金剛界）

□ 
þÿ0]0nNÖ予は悶訂:J;で厳飾 卓Ii板 岩
H : 53cm W : 16cm T : 7 cm 

No.94 

ノヽ
t

}

 

9,r

’
ー
＼
.-

ふ．`
 

~I 
•• 
,̀
S・＂ヤ

,
．
,
 

ぃ
1年号 I

ロ
因 妙水禅Iビの(J汲碑断碑

銘 文は金箔で厳飾 *Ii板岩

H:60cm W :13cm T:llcm 

No.93 

l種 子 I l種 子 Iオ パン 大日如来 （金剛界）
1年 号 I 1年 号 I
I 偽 I I 信 I 
Iその他10地蔵マーク 粘板岩 金箔で厳飾 Iその他I種＋は金箔で厳飾 粘板岩
H : 49cm W : 21cm T : 7 cm H : 44cm W: 14.5cm T: 10cm 

12 -



No.96 No.95 

＼
 

口

ー庖
‘平――卑―ー百十
日

ロ

戸

戸
戸

区竺亜］粘板岩
H : 60cm 

ぶ ペイ

W : 24cm 

薬師如来

T : 5cm 

9マ‘遭 ・;,/

ぃ r
万二亘］応水 2年
□ 
匹 f/i板店

1-1 : 90cm 

ノ＜ン 大日如米 （金剛界）

1395 

W : 24cm 

室町初期

T : 16cm 

- 13 -



有紀年板碑の通番(No)一覧表

年 万ロ 年 通 番

延 慶 2 83 
(1309) 

貞 和 2 64 
(1346) 

応 永 2 95 
(1395) 

II 10 63 

II 10 78 

永 享 6 66 
(1434) 

II 8 65 

計 7 基

〈注〉応永10年(63)は一次調壺

と重複して計算してある。

有紀年板碑年代別分布数

年号 数

延 慶 1 鎌 倉末

貞 和 1 南北朝初

---------------------------------------------------

応 永 3 室 町初

永 享 2 

計 7基

【表

1
】

年
代
分
布
数
と
し
て
ま
と
め
た
の
か

-
‘
今
回
収
録
し
た
碑
数
は
NO63
か
ら
No
96
ま
で
の
三
十
四
基
で
あ
る
。

最
終
番
号
で
、
こ

の
碑
は
以
前
に
舘
田
虎
弥
太
が
記
録
し
た
も
の
を
、
実
物
か
発
見
で
き
ぬ
ま
ま
‘

二
‘
板
碑
の
形
状
は
一

般
に
小
型
で
、

一
次
の
も
の
と
合
わ
せ
九
十
六
甚
と
な
り
‘

石
材
は
付
近
よ
り
容
易
に
採
集
で
き
る
粘
板
岩
‘
花
i

岡
岩
‘
砂
岩
の
類
で
あ
る
。

碑
高
の
最
高
は

一
三
七
糎

(
NO64
)、
最
低
は
二
十
八
糎

(
No82
)

三
‘
紀
年
銘
の
明
ら
か
な
碑
は
意
外
と
少
く
‘
七
基
に
過
ぎ
な
い
。
紀
年
銘
を
有
す
る
碑
の
通
番

(
No
)
を
年
代
順
に
並
べ
た
の
が

【表

2
】

で
あ
る
。

共
通
す
る
。

長
塩
谷
遺
跡
よ
り
収
集
し
た
板
碑
の
総
数
は

回
そ
の
本
体
が
出
上
し
た
の
で
改
め
て
と
り
上
げ
た
。

ま

と

め

【表

2
】

【表

1
】

そ
の
個
々
に
つ

い
て
は
前
記

一
覧
表
に
詳
記
し
て
あ
る
。
但
し
‘

で
、
そ
れ
を
造
立

No63
は
一
次
調
査
の

野
帳
よ
り
写
し
て
掲
載
し
た
の
で
重
複
し
て

い
る
。
今

石
巻
地
方
で
の
単
一
遺
跡
で
は
最
多
な
数
と
な
る
。

で
、
平
均
か
七

0
ー
八
〇
糎
、
概
し
て
小
型
で
素
朴
な
造
り
で
あ
る
の
か
一
次
調
査
と

- 14 -



有紀年板碑年代別分布数

年号 数

延慶 1 鎌倉末

----------------------------------------

貞 和 1 （初）

貞 ｛ヽ‘ム口 2 
南（中）

応 安 4 
北

朝（末）

康応 2 

--------------------------------------・-・-

応永 ， 
土r云』→

（初）

永 享 12 

町

（末）

天 文 1 
(1532) 

計 36基

有紀年板碑の通番(No)一覧表

年号 年 通番 年 号 年 通番

延慶 2 83 応永か ？ 46 
(1309) 

貞和 2 64 永享 2 40 
(1346) (1430) 

貞 治 2 14 II 2 42 
(1363) 

” 2 
36 ” 3 26 

応安 5 3 II 4 37 
(1372) 

” 6 
35 
” 5 38 

II 7 47 ” 5 41 

” 7 
58 II 5 49 

康応 2 32 II 5 52 
(1390) 

II 2 62 II 6 5 

応永 2 20 II 6 66 
(1395) 

” 2 95 
II 6 30 

II 6 29 II 7 33 

” 
， 12 ” 8 65 

II 10 63 永享か？ 16 

II 10 78 天文 17 4 
(1548) 

” 12 27 延慶 2年
(1309) 

” 14 
31 ～天文17年

(1548) 

II 18 1 

” 22 2 
計 36 基

【表

1
綜】

【表

2
綜】

と
な
り
‘
全
体
の

「有
紀
年
板
碑
年
代
別
分
布
数
」

更
に
本
遺
跡
の
結
果
を
綜
合
的
に
見
る
た
め

は
一
次

―
一次
両
調
査
結
果
を
綜
合
し
た
。

【表

2
綜
】
と
な
る
。

全
体
の

「有
紀
年
板
碑
の
通
番
(
No
)
一
覧
表
」

は
【表

1
綜
】

- 15 -



板
碑
の
合
計
は
九
十
七
基
（
三
尊
形
式
か
あ
る

綜
合
し
た
の

か

と
共
通
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
と
に
な
る
。

そ
の
傾
向
は
現
代
の
祭
祀
風
習

リ
ー
ク
（
三
周
忌
）
か
断
然
多
か
っ
た
と
い
う

ク

rバ
ン
(
+
三
回
忌
）、
4
サ
（
百
ヶ
日
）、

郡

キ

致
す
る
。
そ
の
原
則
に
従

っ
て
解
釈
す
る
と

十
三
佛
配
列
の
原
則
か
導
入
さ
れ
た
時
代
と

く
は
室
町
初
期
に
な
さ
れ
て

い
る
の
で
、
丁
度

に
入
り
確
立
さ
れ
て
い
て
‘
本
碑
の
造
立
の
多

十
三
佛
信
仰
に
伴
う
種
子
配
列
は
‘
室
町
時
代

種
子
の
中
で
格
別
に
多
く
見
ら
れ
た
の
は

ir

そ
れ
を
種
子
別
に
分
類
し
た
の
か

は
三
十

一
基
で
、
全
体
の
八
十
六
％
に
達
す
る
。

四
、
種
子
（
梵
字
）

が
彫
ら
れ
た
碑
（有
種
子
板
碑）

して南北朝期のものがこれに次ぐ。

有種子 板碑 種子別 分類表

種 子 年 忌 板碑数 No. 

ii （マン） 文殊菩藷 三 七日 1 64 

(アン） 普賢 菩藷 四七日 1 85 

各 （ベイ） 薬 師如 来 七七日 3 71.75.96 

観世音菩藷 百ヶ 日 6 68.70.77 
84.87.90 

弁： （サク） 勢 至菩藷 一 周 忌 3 67.81.88 

三 周忌 5 65.78.79 
86.89 

（バン） 大日 如 米 十三 回忌 7 63.72.76 
（金剛界） 83.92.93 

95 

三十三回忌 2 64.74 

惑 （バアンク）大日如来 五点具足 2 69.80 
（胎蔵界）

〇（イーの略） 地 蔵 菩薩 1 94 

計 31 基

【表

3
】

有
紀
年
板
碑
（
年
号
か
読
み
と
れ
る
板
碑
）
は
二
次
調
査
で
は
七
基
発
見
さ
れ
、

る
と
‘
応
永
、
永
享
年
間
な
ど
‘

【表

3
綜】

い
わ
ゆ
る
室
町
時
代
初
期
(
-
四

0
0頃）

【表

3
】

で

(
7
)
4

(
6
)
紳

(
5
)
な
ど
で
あ

っ
た
。

な
お‘

有
種
子
板
碑
を

一
次
‘
二
次
と
併
せ

で
あ
る
。
有
種
子

一
次
‘
二
次
綜
合
で
は
三
十
六
基
と
な
る
。

の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
‘

そ
れ
を
年
代
別
に
分
類
す

二
十

一
基
で
、
全
体
の
六

0
％
を
占
め
る
。
そ

-16 -



五
、
種
子
‘
銘
文
を
金
箔
で
以
て
厳
飾
し
た
も
の
は
十
八
基
で
、五
0
％
を
占
め
る
。
こ
れ
は
一
次
調
査
の
総
括
と
共
通
す
る
も
の
で
、
本
遺
物
の

―
つ
の
特
長
と
い
え
る
。

渇
と
し
て
明
瞭
に
読
み
と
れ
る
の
は
往
生
要
集
‘
の
一
文
（
蜘

73
)
だ
け
で
あ

っ
た
。

い
か
と
の
疑
念
か
も
た
れ
る
。

（
七
の
項
、
参
照
）

ま
た
種
子
の
彫
刻
技
法
の
面
で
い
え
ば

No75

【表

3
綜】

の
で
厘
複
し
て
計
算
さ
れ
実
数
よ
り
多
く
な
る
）
に
の
ぱ
る
か‘

格
別
に
多
く
使
わ
れ
る
種
子
（
格
別
に
多

い
年
忌
）
と
か
分
布
の
傾
向
は

一
次
、
二
次
と
も

Q
5
、

N

8

 悩
89
の
よ
う
に
平
彫
り
‘
皿
彫
り

の
形
式
が
見
ら
れ
‘
技
法
面
で
は
注
目
さ
れ
る
。

種
子
以
外
の
銘
文
は
割
合
に
少
く
、
単
に
種
子
だ
け

の
も
の
か
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
は
最
初
か
ら
銘
文
を
入
れ
ぬ
の
て
な
く
、
の
ち
に
消
減
し
た
の
で
は
な

に共通している。

有 種 子板碑種子 別 分類表

種 子 年忌 板碑数

it (マン） 文殊菩 藷 三 七 日 1 

(アン） 普賢菩 薩 四 七 日 1 

地蔵 菩 薩 五 七 日 ， 
各 （ベイ） 薬師如来 七七 日 11 

観世音菩薩 百 ケ 日 21 

芥 （サク ） 勢 至菩 薩 一 周 忌 13 

三周 忌 14 

1 (ウーン） 阿悶如 来 七周 忌 3 
(バン） 大日如 来 十三 周忌 16 

函 （アァン ク）大 日如 来 （五点具足） 1 

尽 （タラーク）虚空蔵菩薩 三十三回忌 3 

岱 （バアン ク）大日如 米 （五点具足） 3 

〇 （イーの略）地 蔵菩 薩 1 

計97

注 1. 年忌供養と しての上記十三佛の配列は室町以降

の配列と いわれ、南北朝期、鎌倉期のものには

適合できない。

2. 巻 （胎蔵界） 患 （金剛界）など大日種子の五点

具足は十七年忌、二十三年忌、二十七年忌、五

十年忌、百年忌などに用いられる。

3. 当地区の板碑には三尊形式をなす ものが数基あ

るため延数か碑の合計数よりも多くなった。

- 17 -



の
重
複
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
例
を
い
「
了

て
い
る
。
し
か
も
重
複
と
い

っ
て
も
三
回
以
上

さ
れ
‘
今
回
の
長
塩
谷
か
ら
は
五
例
発
見
さ
れ

区
内
で
は
先
き
（
昭
和
五
十
八
年
）
に
二
例
発
見

す
べ
き
資
料
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い。

河
北
地

る
複
数
の
板
碑
か
出
現
す
る
例
は
稀
で
‘
珍
重

同
一
遺
跡
に
お
い
て
特
定
の
物
故
者
に
対
す

参
考
に
供
し
た
い
。

も
の
の
中
か
ら
数
例
を
選
び
、
次
に
再
掲
し
て

値
か
高
め
ら
れ
る
。

一
次
‘
二
次
を
綜
合
し
た

と
一
段
と
祭
祀
の
さ
ま
か
鮮
明
と
な
り
資
料
価

れ
で
あ
る
。
前
調
査

の
も
の
に
こ
れ
を
加
え
る

忌
‘
妙
永
（
蜘

91)
‘
妙
金

(No92)
な
ど
か
こ

妙
真
（
蜘

78)
三
回
忌
‘
妙
春

(
No81

一
周

尼
(No65)
‘
佳
仙
(NO68)
‘
道
永

(
No70
、

77
)

者
の
名
か
多
く
浮
び
上
っ
た
。
例
え
ば
妙
善
禅

ま
と
め
で
も
述
べ
た
が
‘
今
回
も
ま
た
被
祭
祀

跡
の
大
き
な
特
長
で
あ
る
こ
と
は
一
次
調
森
の

す
る
複
数
の
供
簑
碑
か
発
見
で
き
た
の
は
本
遺

六
‘
物
故
者
年
忌
供
養
の
う
ち
、
特
定
の
人
物
に
対

（口）

No. 26 No. 42 No. 40 

弁： 名

永 永 永

一ロ＇ 享 声チ

年 年 年
四 ＇ ノ‘
月 妙 月

十
十 月 ＇ /¥ 
八 日
日 妙

月
妙 禅
月 尼

ー 同 阻No百同 碑七妙
周人 月40ケ人 七月
忌 二No.日 日禅

---- +26------ ＾尼
八よ4 各

ヽ 日り- ヽ

供 死し供 供
養 かて養 養

妙
月
禅
尼
供
養
の
碑

注・妙月は了覚の妻か？

No. 33 No. 30 I I No. 41 No. 38 No. 49 

祢 各

右
為
永 永 永 永 永
七 享 享 声子 吉子

年 ＇ 五 五 五ノ‘
卯今乙 刀年甲 癸年丑 癸年丑 癸年丑
月 A ---, A -, 

了日 月 月
覚 日 了 日 了
禅 一 了 ,,_,,. 見 覚
門 周覚 禅 禅
第 忌禅 門 門

門
年

供同 供同 供同 と七同 五了
人 人 人 推七 七覚
養三 養一 養百 定 日人 日禅
周 周 ケ ,....,_ - 門
忌 忌 日 名 名の

， 

＾ 
,_, ヽ

-'{ 供 供
ヽ ヽ ヽ 養 養

④

了
覚
禅
門
供
養
の
碑
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の
下
書
は
‘
墨
書
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
判

っ
た
。

祭
祀
者
の
名
前
か
判
読
さ
れ
、
更
に
そ
の
文
字

の
所
に
‘
金
箔
で
彩
れ
た
「
妙
金
」
と

い
う
被

と
な
り
得
る
と
信
ず
る
。

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
種
子

irの
下
十
五
糎

た
際
‘
銘
文
の
一

部
に
墨
銘
か
確
認
苔
れ
た
こ

発
見
か
あ
っ
た
。
そ
れ
は

No
92
の
碑
を
精
査
し

七
‘
今
回
の
調
査
に
お
い
て
‘
も
う
―
つ
の
画
期
的

配
列
の
関
係
を
研
究
す
る
上
で
、

好
個
の
資
料

研
究
、

特
に
室
町
時
代
以
降
の
種
子
と
十
三
佛

は
稀
有
の
例
だ
と
思
考
さ
れ
る
。
将
米
、
板
碑

断
で
あ
る
。
管
見
で
あ
る
か
‘
県
内
に
お
い
て

い
西
願
禅
門
‘
口
佳
仙
禅
門
の
場
合
も
全
く
同

の
正
し
さ
を
証
明
す
る
。
他
の
回
妙
月
禅
尼
‘

佛
配
列
の
原
則
を
踏
襲
し
て
い
て
、
そ
の
理
論

発
見
で
き
た
。
し
か
も
種
子
の
彫
刻
か

十

三
周
忌

（
郡

）

と
、
連
続
し
て
六
個
の
碑
か

七
七
日

（玉へ
）
百
ヶ
日

(4
)
一
周
忌

（
孔

）

場
合

の
供
養
碑
と
し
て
は
‘
五
七
日

(C
)

No. 52 No. 37 No. 68 

弁：

永 永佳 佳
享 享仙 仙
五 二 禅 禅
年 年門 門
七 十
月
十 9月

日右
佳 十
仙 日
禅
門

三 同 一佳 百佳
周 周仙 ヶ仙
忌人 忌禅 日禅

- 門 ＾ 門
熊 弁：
ヽ ヽ ,_, 

供 供 供
養 養 養

0佳山禅門供養の碑

No. 63 No. 34 No. 19 No. 27 

悉
応 右 右
永 志 志
＋ 禅西 者 者
年 応 応
十 門願 永 永

十 十
月 八
十 年 年
七 ＋ 

月 月西
顔西 十

日頻
日

逆 同 応- 同 N叶共同 百西
修 人 水、 、rユ9 人 27養 人 ヶ顔
碑死 二__,+ とと七 日禅
かの 十供三 同推 回 へ 門
？二 四養回 五輪-疋心己
年 年か忌 塔

ヽ

即" か？ 形 供
？ 式 養

ハ

西
願
禅
門
供
養
の
碑
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今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
従
来
の
研
究
者
の
顧
望

洗
い
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

百
年
と
い
う
風
雪
を
経
る
こ
と
で
跡
か
た
な
く

か
し
そ
の
手
掛
り
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
五

と
は
研
究

板
碑
に
は
石
文

（
文
字
）

と
し
て
彫
刻
の
他

で

「
石
巻
日
々
新
聞
」
記
事
を
下
に
掲
載
す
る
。

発見されたのは一基

室町時代のものか

新
聞
で
報
道
さ
れ
た
。
内
容
は
ほ
ぽ
同
じ
な
の

見
の
形
で
発
表
か
あ
り
、
同
月
二
十
二
日
各
社

タ
ー
に
お
い
て
‘
調
査
班
よ
り
各
新
聞
記
者
会

に
つ
い
て
は
八
月
二
十

一
日
、
石
巻
文
化
セ
ン

の
墨
銘
が
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
悩

92
の
碑

に
同
遺
物
の

一
基

No88
の
碑
の
中
央
部
に
も
「
妙
」

れ
‘
更
に
真
正
が
裏
づ
け
ら
れ
た
。
な
お
の
ち

勝
倉
元
吉
郎
ら
に
よ
り
仔
細
に
検
討
か
加
え
ら

セ
ン
タ
ー
学
芸
貝
中
村
光

一
‘
石
巻
石
佛
会
の

に
墨
書
か
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
‘

家
誰
し
も
か
懐
く
素
朴
な
疑
問
で
あ

っ
た
。

し

日
図
且趣

旨
、
法
名
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
石
巻
地
方
に
は
こ
う
し
た
板

碑
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、

種
子
だ
け
の
板
碑
も
あ
っ
て
、
郷

土
史
研
究
家
た
ち
9
t

「
な
ぜ
建
設

趣
旨
や
法
名
を
書
か
な
か
っ
た
の

か
」
と
い
う
疑
問
キ
授
げ
て
い
た
。

長
塩
谷
で
見
つ
か
っ
た
墨
書
金

酒
の
阪
碑
は
、
こ
う
し
た
疑
問
を

説
く
カ
ギ
に
な
る
公
算
が
強
い
。

問
題
の
阪
碑
ぱ
粘
阪
岩
で
で
き
て

ぉ
リ
、
室
町
時
代
の
も
C
と
お
ら

れ
る
。
大
き
さ
は
高
ギ
五
士
―
亨
、

幅
十
七
セ
ン
チ
、
厚
さ
八
•
五
セ
ン
チ
。
種

子
は
十
三
回
忌
を
意
味
す
る
金
剛

界
大
曰
如
来
の
梵
字
が
彫
ま
れ、

金
酒
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
最
大
の
特
徴
は
そ
の
下
に

書
か
れ
た
墨
書
金
洒
。
肉
眼
で
よ

う
や
く
判
読
で
き
る
程
度
だ
が

「妙
金
」
と
墨
て
書
か
れ
、

そ
の

上
に
金
箔
が
張
っ
て
あ
る
。

墨
だ
け
の
も
の
な
ら
雨
で
流
れ

て
し
ま
い
、
ま
た
、
金
酒
を
ほ
ど

こ
し
て
も
短
期
問
で
消
え
て
し
ま

う
の
が
通
常
。
だ
が
、
発
見
さ
れ

た
状
況
が
土
中
で
あ
っ
た
た
め
、

墨
書
金
酒
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の

ほ
か
同
所
一
、
ほ
昭
和
五
十
八
年
の

一
次
調
査
以
来
、
百
二
基
の
板
碑

が
出
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
譴
書

金
箔
が
確
認
さ
れ
た
の
は
一
基
の

み。
し
か
し
、
半
分
以
上
が
種
子
の

下
に
何
も
書
い
て
い
な
い
板
碑
で

調
査
関
係
者
ら
は
「
こ
れ
ら
の
中

に
も
隅
C

翠金
酒
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
今
回
の
板
碑
は
そ
れ
を

裏
付
け
る
貨
直
な
迂
料
こ
い
多
0
」

と
語
っ
て
い
る
。

本
碑
は
石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
、
同

誌
に
全
国
初
、
貴
重
な
資
料
に

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
‘

墨
書
の
銘
文
の
上
に
金
箔
を
施

の
板
碑
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報
告
書
作
制
者

昭
和
六
十
二
年
十
二
月

（
右
同
）

紫

桃

正

隆

こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

わ
せ
‘
整
然
と
建
立
し
‘

篤
く
祭
祀
し
た
。

と
疑
問
が
、
達
せ
ら
れ
、
氷
解
さ
れ
た
と
し
た
ら
本
調
杏
の
挙
げ
た
成
果
は
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ

っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

二
次
調
査
に
お
い
て
は
三
十
六
基
と

い
う
割
合
に
小
規
校
な
調
査
て
あ

っ
た
か
、
前
記
の
よ
う
に
‘

展
望
が
開
か
れ
た

こ
と
、
あ
る
い
は
同

一
物
故
者
に
対
す
る
重
複
し
た
年
忌
供
養
の
例
証
か
挙
げ
ら
れ
て
、
種
子
と
十
三
佛
配
列
の
関
係
が
実
証
さ
れ
た
こ
と

な
ど
‘
思
い
も
か
け
な
い
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
終
る
こ
と
か
で
き
た
。

墨
書
銘
の
碑
か
発
見
さ
れ
‘
板
碑
研
究
に
画
期
的
な

一
次
調
査
の
の
ち
保
存
遺
跡
と
し
て
移
設
し
た
現
地
は
‘
国
道
三
九
八
号
線
拡
弧
整
備
事
業
‘
特
に
長
塩
谷
ー
白
浜
間
の
ト
ン
ネ
ル
道
に
当
る
た
め
再
度

移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
新
祭
祀
地
は
現
地
の
わ
す
か
西
寄
り
の
所
で
‘

社
地
脇
の
山
裾
に
三
段
の
壇
を
し
つ
ら
え
‘

写
真
ト
レ
ー
ス

一
次
‘
二
次
調
査
の
碑
す
べ
て
合

絃
に
町
当
局
‘
部
落
挙
け
て
の
援
助
に
‘
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
‘
重
要
文
化
遺
産
か
‘
無
事
に
し
か
も
良

い
環
境
の
元
に
保
護
‘
再
元
で
き
た
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